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	丸久運輸株式会社は、物流事業を通じ広く社会に貢献することを目的に、これからも「安全な輸送の確保が事業経営の根幹である」ことを深く認識し、安全な輸送を行わなければ顧客・社会からも信頼を得ることができず、企業として生存していく事が出来ないと考えています。社員一人ひとりが輸送の「安全の確保が最優先」であるということを深く認識し、全社一丸となって輸送の安全性の向上に努めて参ります。そのことで、地域社会と消費者に貢献できる総合物流企業を目指します。
	このため、丸久運輸株式会社は輸送の安全確保を最も重要な課題として取り組むための基本方針（安全方針）を次の通り定めます。
	２輸送の安全に関する目標
	4.運輸マネジメントの取組の公表について

